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　平成 26 年度の東北支部放射線管理実務セミ
ナーは東北大学金属材料研究所で，2 月 20 日

（金）に開催されました（写真）。会場を訪れる
とお茶やお菓子が用意されており，講演開始前
から参加者同士が自己紹介をしたり談笑したり
と和やかな雰囲気が漂っていました。渡部浩司
支部長になってから初めての開催でしたが，顔
を会わせる機会の少ない参加者同士交流を深め
意義のある講習会を，という支部長の温かい思
いが伝わってくる様子でした。講習会は支部長
から開催の挨拶があり，続いてプログラムに沿
ってセミナーが進められました。

1．非破壊検査と放射線の利用

　最初の講演は（一社）日本非破壊検査協会の高
橋賢輝氏による非破壊検査と放射線の利用につ
いて講演がありました。筆者ら放射線に関わっ
ている人間にとって，非破壊検査における放射
線の利用については詳しく話を聞く機会こそ少
ないが興味を持っている分野であり，今回のセ
ミナーは良い機会となりました。
　非破壊検査は超音波や放射線などを利用し，
物を壊さずに傷や劣化を検査することができる
環境に優しい技術であることが紹介されまし
た。その対象は，原子力発電所，鉄道，橋梁等
の社会インフラや産業プラントなど社会を支え
る様々な分野にわたり，社会の安全を確保する
ための重要な技術の 1 つであるとのことです。
　非破壊検査の歴史は長く，日本非破壊検査協

会は原子力基本法と同じ時期に発足しており，
資格認証の登録数のうち 10％が放射線の技術
者だそうです。同協会は一般市民の方に少しで
も非破壊検査を身近に感じてもらうべく，ノン
ディという可愛らしいキャラクターを使用して
小学生向けの機器展示“ノンディの世界”を開
催しており，この様子が紹介されました。
　放射線の利用については，X 線発生装置を使
用した非破壊検査の例が紹介され，工業用 X
線フィルムを使用し鋼管を撮影した例では，鋼
管の腐食部が黒く映し出されている様子が紹介
されました。この検査では X 線を取り扱うの
で X 線作業主任者の安全管理の下作業を行う
必要がありますが，一方で装置自体かなりの重
量があり，これによる事故防止には更に注意が
必要とのことでした。
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　また，鉄塔などの定期検査の場合，実際の作
業は地上 50〜100 m の所で行われ，そこには
必ず技術者が登って行かなければならないため
1 日がかりで高所の作業を行ったり，依頼者の
業務時間後の 20 時以降から作業を開始したり
と，放射線の取扱以外にも多くの苦労があるこ
とを知ることができました。

2．アルツハイマー病診断用プローブの開発

　東北大学加齢医学総合研究所の工藤幸司氏か
らアルツハイマー病診断用プローブの開発につ
いて講演がありました。
　現在，日本は高齢化が進み 65 歳以上の人口
は 2015 年 3,400 万人に上っています。このう
ち認知症の人は推計 15％，平成 24 年時点で約
462 万人に上ること（厚生労働省調査）が分か
っており，早急な対策が迫られているとのこと
でした。しかしアルツハイマー病（AD）の早期
診断には限界があり，一方で治療を行うには症
状が出てからでは遅いため，発症前に診断し治
療を開始することが求められているそうです。
　アルツハイマー病の神経病理変化の主要構成
成分として注目されているのが，アミロイド b
蛋白とタウ蛋白であり，講演ではアミロイド及
びタウプローブの開発過程，診断における特徴
について紹介されました。
　［11C］PIB（アミロイドイメージング）から分
かったこととして，健常高齢者群でも予想以上
の PIB 高集積者がおり，脳内アミロイド b蛋
白蓄積量と臨床的認知症尺度との間に全く相関
関係が認められず，重症度の診断は不得意であ
ることが紹介されました。
　東北大学では，タウイメージング用の PET
プローブの開発を進めており，東日本大震災や
PET 施設改修工事の影響で予定通り研究が進
んでいない状況だったそうですが，2014 年 9
月より臨床研究が再スタートされたそうで今後

の成果が期待されます。
　また，2010 年に提案されたアルツハイマー
病特有の臨床症状が見られなくとも病理像が検
出される Preclinical AD という新しい診断基準
とその問題点について紹介され，現在の学問レ
ベルでの難しさや倫理上の問題の対応の難しさ
について話を伺いました。最後に，今後期待さ
れる診断法として簡便・廉価・迅速なアルツハ
イマー病診断を可能とする光イメージングにつ
いても紹介をしていただきました。

3．  福島県における県民健康調査：甲状腺検

査を中心に

　最後の講演は福島県立医科大学の宍戸文男氏
による，福島県の県民健康調査に関するもので
した。福島第一原子力発電所の事故以降，原発
事故が福島県民の健康に及ぼす影響については
注目されており，興味深い講演となりました。
　講演では，福島県民健康調査のうち震災時
18 歳以下を対象とした甲状腺の先行検査（平
成 23〜25 年度実施）の結果について紹介され
ました。
　対象者約 36 万人に対し実施率は 46.8％（平
成 25 年 3 月 31 日現在）であったそうです。結
果，2 次検査を必要とする対象者（B）は 0.65％，
悪性の疑いのある人（C）は 0.00057％（1 人）
で し た。 し か し，2 次 検 査 の 必 要 は な い が 
5.0 mm 以下の結節や 20.0 mm 以下ののう胞を
認めた人（A2）は 42.5％おり，この結果に対
する受け止め方は様々であったそうです。事故
前の子供の集団データがなく，原発事故前後の
比較が困難だったそうですが，事故後他 3 県

（弘前市，甲府市，長崎市）でなされた同様の
調査と比べると，A2 の割合は福島県民の調査
よりも高い（56.5％）とのことでした。
　また，悪性ないし悪性疑いと診断された人は
109 人で 1 万人に 3.68 人であり，2008 年の罹
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うです。
　会場からは，「原発事故の影響が考えられな
い地域の集団を調査し，被ばくによる影響かど
うか明らかにできないか」という意見がありま
したが，これについても様々な考え方や意見が
あり，実施は困難であるとのことでした。
　今回のセミナーは，バラエティに富んだ様々
な分野について学ぶことができ，講習会終了後
もお茶を飲みながら，参加者同士近況を報告し
たり放射線管理について相談したりと有意義に
過ごすことができました。講演内容だけでな
く，場の雰囲気にも気遣ってくださった支部長
ほか，支部委員，事務局の方々に感謝いたしま
す。

（弘前大学アイソトープ総合実験室）

患率推計（15〜19 歳で 0.8 人／10 万人）と比較
すると約 30〜40 倍高い割合とのことでした。
しかし，震災前にある規模の集団の甲状腺の検
査（触診）を行った結果と比較してみると，あ
る高校の健康診断では受診した 2,869 人のうち
1 人，ある大学の健康診断では 9,988 人のうち
3 名に甲状腺癌が見付かり，いずれも 10 万人
に 34.9 人，30.0 人という確率で今回の結果と
近い値だったとのことでした。
　さらに，甲状腺癌と確定した子供のうち 24
人について遺伝子レベルで解析した結果，チェ
ルノブイリ原発事故後に多く見られた“RET／
PTC3”タイプが 0 人であることから，発見さ
れたがんは通常では大人になって発見されるが
んが早い段階で見付かったと分析されているそ
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